
はじめに
三浦（２０１４）による記録（１）につづき，島根県

内において採集した８種の植物について観察した

染色体数を報告する．

材料と方法
染色体観察を行った植物は野外から採集し，宍

道湖グリーンパーク内において，栽培用ビニール

ポットに移植し栽培した．そして，染色体の観察

方法は前回と同様に行った．染色体数を明らかに

した個体は，標本としてホシザキ野生生物研究所

に保存する．

結果と考察
Anacardiaceae

ツタウルシ Toxicodendron orientale Greene

染色体数２n＝３０（図１A）

採集地：安来市伯太町下小竹

これまでに２n＝３０（北村・村田，１９７１；西川，

１９８５）が報告されている．今回の観察の結果は，

これまでの報告と一致した．

Apiaceae

ウマノミツバ Sanicula chinensis Bunge

染色体数：２n＝１６（図１B）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでに日本国内においてHiroe（１９５４）は旭

川・足摺岬・長崎・鞍馬山の４ヶ所の個体を２n

＝８と報告している．一方，原・黒澤（１９６３）は，

広島県冠山・岐阜県広蔵寺・長野県軽井沢の３ヶ

所において２n＝１６を報告している．原・黒澤

（１９６３）は，Hiroe（１９５４）の画像に見られる染色体

１個と解釈したものが２－３個連なったもののように

思われるとしている．今回観察した個体は２n＝１６

であり，原・黒澤（１９６３）の報告と一致した．
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Caprifoliaceae

カノコソウ Valeriana fauriei Briq.

染色体数：２n＝７０（図１C）

採集地：雲南市加茂町近松

これまでに Kurosawa（１９５６）は，本州中部の愛

鷹山において２n=ca．９８，北九州香春岳において２n

=ca．７０を報告している．今回観察した６個体は，

すべて２n＝７０であった．このことから，Kurosawa

（１９５６）が報告している北九州に生育するカノコソ

ウが２n＝７０である可能性が考えられる．

Moraceae

クワクサ Fatoua villosa（Thunb．）Nakai

染色体数：２n＝２６（図１D）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでにアメリカ産の個体について n＝１３

（Kondo and Miller，１９７３），中国産の個体について

２n＝２６（Li，１９８６）が報告されている．今回観察し

た個体は，これまでの報告と一致した．

Rubiaceae

ツルアリドオシMitchella undulata Siebold et Zucc.

染色体数：２n＝２０（図２A）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林内・松江市美保関町美保関才

これまで本種の染色体数は，２n＝２２が報告され

ていた（Robbrecht et al .，１９９１；西川，１９９６）．し

かし，今回観察した個体の染色体数は２n＝２０であ

り，本種には異数体が存在することが明らかとなっ
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図１ 島根県産植物の染色体画像（１）．A，ツタウルシ Toxicodendron orientale２n＝３０；B，ウマノミツバ Sanicula
chinensis２n＝１６；C，カノコソウ Valeriana fauriei２n＝７０；D，クワクサ Fatoua villosa２n＝２６．スケールバーはす
べて５μm.
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た．これまでの報告は，北海道産の個体（西川，

１９９６）と高知県産の個体（Robbrecht et al .，１９９１）

について，いずれも２n＝２２であったことから，染

色体数２n＝２２の個体が国内に広く分布していると

考えられる．しかし，島根県内２ヵ所で採集した

個体はいずれも２n＝２０であったことから，２種類

の染色体数の分布を詳しく調査する必要があると

考えられる．

Sapindaceae

オオモミジ Acer amoenum Carriére

染色体数：２n＝２６（図２B）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでのインド産の個体で n＝１３（Mehra et

al．１９７２Acer palmatum Thunb．として）が報告さ

れている．今回の結果は，これまでの報告と同様

であった．

ウリカエデ Acer crataegifolium Siebold et Zucc.

染色体数：２n＝２６（図２C）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

本種はこれまでに Takizawa（１９５２）によって n

＝１３が報告されている．今回の観察の結果，島根

県においても同様の染色体数であることが明らか

となった．

Typhaceae

ヤマトミクリ Sparganium fallax Graebn.
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図２ 島根県産植物の染色体画像（２）．A；ツルアリドオシMitchella undulata２n＝２０；B，オオモミジ Acer amoenum
２n＝２６；C，ウリカエデ Acer crataegifolium２n＝２６；D，ヤマトミクリ Sparganium fallax２n＝３０．スケールバーは
すべて５μm.
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染色体数：２n＝３０（図２D）

採集地：雲南市加茂町南加茂

これまでに Harada（１９４９）は，n＝１５，２n＝３０

を報告している．今回の観察の結果，これまでの

染色体数の報告と一致した．
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Appendix. Chromosome number and collection localyties of studied taxa in Shimane Prefecture

Taxon Family Collection locality
Chromosome
number（２n）

Toxicodendron orientale Anacardiaceae Yasugi City, Hakuta−cho, Shimo−odake ３０
Sanicula chinensis Apiaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park １６
Valeriana fauriei Caprifoliaceae Un−nan City, Kamo−cho, Chikamatsu ７０
Fatoua villosa Moraceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２６
Mitchella undulata Rubiaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２０

Matsue City, Mihonoseki−cho, Mihonoseki−Sai ２０
Acer amoenum Sapindaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２６
Acer crataegifolium Sapindaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２６
Sparganium fallax Typhaceae Un−nan City, Kamo−cho, Minami−kamo ３０
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